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人権

基本的な考え方・方針 業務・投資における人権配慮

バリューチェーンにおける人権対応

差別の禁止

人権啓発推進体制

　人権の尊重は三菱自動車の事業活動の基本であるとい
う考えのもと、三菱自動車は2019年5月に国連が提唱する
「人権・労働・環境・腐敗防止」4分野・10原則について
の「国連グローバル・コンパクト」への支持を表明しました。
（※）その参加企業として、「国際人権章典」、「労働における
基本的原則及び権利に関するILO宣言」、「ビジネスと人権
に関する指導原則」といった国際的な規範や基準を支持、
尊重しています。「国連グローバル・コンパクト」の10原則
にもとづき、これからも社会の持続可能な成長の実現に向
け活動を続けていきます。
　グローバルに事業を行う当社にとって、人権尊重や腐敗
防止の取り組みは非常に重要と考えています。
　この考えのもと、人権尊重や腐敗防止の取り組みをより
明確にするため、2019年5月、三菱自動車グローバル行動
規範を一部改定しました。グローバル行動規範の｢人権と
多様性の尊重、機会平等｣では、人権を尊重するとともに、
取引先、お客様、役員・社員、地域社会の多様性を尊重し、
差別や報復、いやがらせは、どのような形・程度にせよ容認
しないことを定めています。
　また、2019年度、新たに制定した当社の「人権方針」で
は人権に関する国際的な規範や基準を支持・尊重すること、
私たちが遵守すべきこと、人権リスク評価や役員・従業員教
育の実施など、具体的な取り組みについて定めています。
※： 「国連グローバル・コンパクト」への支持の詳細は、P9をご参照くだ

さい。
PDF  人権方針

　当社は、従業員や地域の皆様との相互理解にもとづく 
良好な関係は持続可能な当社事業に不可欠であると考え、
事業所や関連施設を開設する際は、国や地域の慣習、宗教
を含む文化的価値観などに配慮しています。

　当社は、自社における人権配慮の取り組みだけでなく、「サ
プライヤー CSRガイドライン」に差別撤廃や児童労働・強
制労働の禁止など人権尊重の項目を定め、取引先において
も人権に配慮した取り組みを要請しています。このガイドラ
インにもとづき、「サプライヤー合意確認書」を受領すること
により、取引先の人権配慮への合意を確認しています。
　また販売会社では、従業員の安全や健康に配慮した職場
環境の整備に取り組み、人権侵害の行為を禁止しています。

　当社の「人権方針」において、人種、 皮膚の色、国籍、民
族、門地、性別、性的指向、性自認、年齢、障がいの有無、
言語、宗教などにもとづく不当な差別やハラスメントを容認
せず、多様性を尊重するとともに機会の均等に努めることを
役員・従業員に求めています。
　また、多様性の重要性について研修の中でも取り上げ、
様々な価値観の違いを容認して協働することを促しています。

　人事部門担当の役員が主導し、人権啓発教育を推進す
る体制を設けています。各地区の教育担当者が、共通の資
料にもとづき各種研修の中で講師を担当し、人権意識の向
上に努めています。また､従来から加盟している東京人権啓
発企業連絡会､三菱人権啓発連絡会の各種行事およびそ
の他外部団体主宰の大会・研究集会などに参加し情報収
集や知見の向上に取り組みました（2019年度 延べ約140日
間）。また、そこで得た知見を社内研修などに活用しました｡

◀ ▶ 　目次へ  ▶▶

社 会

https://www.mitsubishi-motors.com/jp/sustainability/society/human_rights/pdf/human_rights_policy.pdf
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教育・研修

人権に関する研修の実施
　三菱自動車では、すべての従業員が人権を尊重するため
に、階層別研修や新入社員研修をはじめとする様々な研修
の中に、人権尊重への理解を深めるためのプログラムを組
み込んでいます。2019年度は新入社員、中堅社員、新任
管理職（部長クラス・課長クラス）、約800人を対象に延べ
770時間の人権研修を以下の内容で実施しました。

新入社員 企業が人権について取り組む意味、人権全般に
関する基礎知識　など

中堅社員 人権に関する最近のトピック、業務と人権の関係　
など

新任課長 
クラス

人権に関する最近のトピック、ハラスメント防止
と管理職の役割　など

新任部長 
クラス

職場の責任者として知っておくべき知識の提供　
など

　研修以外にも人権への関心を高めることを目的として、
12月10日の「世界人権デー」に合わせた執行役CEOメッセー
ジのほか、社内全部門に対して人権に関するトピックなどを
定期的に配信しています。
　また、従業員のLGBTへの理解促進として、2018年度よ
り各拠点でセミナーを実施するとともに、LGBTの基礎知識
を習得するためのeラーニング講座を社内に展開しています。

研修の種別 受講者数 受講率
新入社員研修 470 100％
中堅社員研修（昇進者） 168 100％
新任管理職研修 168 100％
LGBT理解促進セミナー 251 ―（※）
LGBT eラーニング講座 6,654 ―（※）
※：任意受講につき、受講率の表示なし

相談窓口の設置

　三菱自動車は、社内で人権にかかわる問題が発生した場
合に迅速に対応するため、社内外に相談窓口（ヘルプライ
ン）を設け、従業員から通報や相談を受け付ける体制を整え
ています。
　また、取引先に対しては「お取引先様相談窓口」を設け、
お客様に対しては「お客様相談センター」を窓口として、人
権にかかわる通報や相談を受け付けています。
　いずれの相談窓口においても、秘密保持と利用者の匿名
性を担保しています。
社内および社外相談窓口（ヘルプライン）の設置についてはP88をご参照
ください。
「お取引先様相談窓口」の設置については、P73をご参照ください。
「お客様相談センター」の取り組みについては、P54をご参照ください。

◀ ▶ 　目次へ  ▶▶

社 会
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